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第Ⅱ部		 基本計画

基本政策 1

基本政策 2

基本政策 3

基本政策 4
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【参考】 基本計画のページの見方

当該施策の取組内容

がＳＤＧｓのどのゴー

ルに関連するかアイ

コンで明示。

基本政策の実現に向

け、 どのような取組

を行うか、 概要を明

示。

当該施策の具体的な

目標となる指標と目

標値を明示。

政策

1
子育てをしやすい環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 1　妊娠時からの切れ目のない支援の推進

安心して子どもを産み育てることができるよう、 妊娠届出時から就学まで、 専門職による

個別支援計画に沿った切れ目のない支援を提供します。

また、 妊婦 ・ 乳幼児健康診査や予防接種、 口腔対策等、 母子保健や歯科保健対策の充実

に努めるとともに、 妊娠届出等にデジタル技術を導入することにより、 保護者の育児負担の

軽減に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

妊娠届出時の専門職の面接実施率 ％ 96.6 100

乳幼児健康診査の受診率 ％ 95.3 100

妊娠期からの電子母子手帳利用率 ％ 40.0 80.0
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成果指標の達成に向

けた、 4 年間の主な

取組について、 具体

的な内容を記載。

当該施策に関連する

個別計画の計画名称

を記載。

４年間の主な取組

１　妊娠時からの切れ目のない支援への取組

◯  妊娠届出時の専門職による面談時のリスクアセスメントに対する妊娠期から子育て期ま

での個別支援計画による支援の提供

◯ 乳幼児健康診査受診勧奨及び未受診児に対する対面による面接

◯ 導入したデジタル技術の普及啓発

● 多度津町子ども ・ 子育て支援事業計画

● 多度津町食育推進計画

関連個別計画

子育て世代包括支援センター （別館ピーチ） 行事 町民健康センター
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

安心して子育てができ、

健やかに暮らせるまちづくり

基本政策１

１． 子育てをしやすい環境づくり

①妊娠時からの切れ目のない支援の推進

②保育環境等の充実

③子育て環境 ・ ネットワークの形成

④医療費負担の軽減

⑤学校教育の充実

⑥青少年の健全育成

⑦保健 ・ 医療の充実、 医療提供体制の確保

⑧社会保障制度の適切な運営 （国民健康保険）

⑨社会保障制度の適切な運営 （介護保険）

⑩ 社会保障制度の適切な運営

（後期高齢者医療 ・ 国民年金）

⑪地域で支え合う福祉のさらなる推進

⑫障害者福祉のさらなる充実

⑬高齢者福祉の充実

⑭生涯学習の推進

⑮スポーツの振興

２． 豊かな心を育てる教育の充実

３． 誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４． 生涯学習社会の形成

政 策 施 策
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政策

1
子育てをしやすい環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 1　妊娠時からの切れ目のない支援の推進

安心して子どもを産み育てることができるよう、 妊娠届出時から就学まで、 専門職による

個別支援計画に沿った切れ目のない支援を提供します。

また、 妊婦 ・ 乳幼児健康診査や予防接種、 口腔対策等、 母子保健や歯科保健対策の充実

に努めるとともに、 妊娠届出等にデジタル技術を導入することにより、 保護者の育児負担の

軽減に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

妊娠届出時の専門職の面接実施率 ％ 96.6 100

乳幼児健康診査の受診率 ％ 95.3 100

妊娠期からの電子母子手帳利用率 ％ 40.0 80.0
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

１　妊娠時からの切れ目のない支援への取組

◯  妊娠届出時の専門職による面談時のリスクアセスメントに対する妊娠期から子育て期ま

での個別支援計画による支援の提供

◯ 乳幼児健康診査受診勧奨及び未受診児に対する対面による面接

◯ 導入したデジタル技術の普及啓発

● 多度津町子ども ・ 子育て支援事業計画

● 多度津町食育推進計画

関連個別計画

子育て世代包括支援センター （別館ピーチ） 行事 町民健康センター
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政策

1
子育てをしやすい環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 2　保育環境等の充実

保育士確保のための補助の実施等による保育所 （園） 等への支援や放課後児童クラブの

環境改善等に努め、 保育環境の充実や子育て世帯の負担軽減を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

保育所 （園） ・ 認定こども園の

待機児童数
人 0 0

放課後児童対策の充実

（専門家による放課後児童クラブへの巡回回数）
回 46 48

病児 ・病後児保育利用人数 人 14 20



23

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

１　保育環境の充実への取組

◯ 保育所やこども園への支援の推進

◯ 保育士の処遇改善と雇用確保の推進

２　子育て世帯の負担軽減への取組

◯ 放課後児童クラブにおける環境改善の推進

◯ 関係団体との連携

◯ 制度の周知

● 多度津町子ども ・ 子育て支援事業計画

関連個別計画

放課後児童クラブの様子 (1) 放課後児童クラブの様子 (2)
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政策

1
子育てをしやすい環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 3　子育て環境 ・ネットワークの形成

子育てに関する各組織や関連機関との連携による子育て環境の充実や虐待防止等、 子ども

の安全 ・ 安心な環境づくりに努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

地域活動組織の活動費への補助

（補助対象とした所属児童数）
人 690 700

要保護児童対策部会の開催数 回 4 4

通学路カラー舗装実施箇所数 箇所 1 1
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

１　地域連携による安全 ・ 安心対策への取組

◯ 児童の健全育成を目的とした地域活動に対する補助の継続

◯ 要保護児童対策部会実務者会の定期的な開催の継続

２　インフラ整備による安全 ・ 安心対策への取組

◯ 通学路の計画的なカラー舗装の実施

● 多度津町子ども ・ 子育て支援事業計画

関連個別計画

通学路カラー舗装 （1） 通学路カラー舗装 （2）
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政策

1
子育てをしやすい環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 4　医療費負担の軽減

医療費の負担は子育て世帯において、 大きな経済的負担となっています。 乳幼児医療をは

じめとする福祉医療の充実に努め、 子育て世帯への経済的負担の軽減を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

乳幼児等医療対象年齢の拡大 ・維持 歳 15 18

ひとり親家庭等医療の受給者数に

対する給付率
％ 55.1 80.0

４年間の主な取組

１　子育て世帯の医療費負担軽減への取組

◯ 18 歳までの乳幼児等の医療費現物給付の継続

◯ ひとり親家庭の児童とその保護者の医療費現物給付の継続

◯ 制度の周知
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

● 多度津町子ども ・ 子育て支援事業計画

関連個別計画
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政策

2
豊かな心を育てる教育の充実

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

施策 5　学校教育の充実

園児・児童・生徒が明るい未来を描き、 主体的に生きるための資質能力を育むために、 『「学

ぶ楽しさ」 と 「教育にかかわる喜び」 を味わえる教育』 を推進し、 『 「幼・保・小・中の連携」

と 「学校 ・ 家庭 ・ 地域のつながり」 を深めることで実効性のある教育』、 『 多度津の 「ひと」、

「こと」、 「もの」 を大切にした教育』 を推進していきます。

そのために「個を活かす協働的な学び」を実現し、「個に応じたきめ細かな指導」を充実させ、

ICT の活用等による 「個別最適化された学び」 を推進することで 「確かな学力の育成」 をし

ていきます。 そして、発達の段階や学びの連続性を捉えた教育を推進し、「ふるさとを愛する心」

等、 道徳心を醸成する教材を活用しながら 「豊かな心を育てる教育」 を目指していきます。

将来の展望を見通しながら、 町立幼稚園、 小学校のあるべき姿に向けて、 多度津の子ども

たちがともに育つ教育環境を構築していきます。 また、 教職員等の働き方改革への取組を推

進していきます。
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

目標値

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

全国学力 ・ 学習調査の児童生徒質問紙の 「学

校に行くのは楽しいと思いますか。」 の質問に

対して、 「当てはまる / だいたい当てはまる」

の割合 （小学校）

％ 86.4 90.0

全国学力 ・ 学習調査の児童生徒質問紙の 「学

校に行くのは楽しいと思いますか。」 の質問に

対して、 「当てはまる / だいたい当てはまる」

の割合 （中学校）

％ 87.0 90.0

全国学力 ・ 学習調査の学校質問紙の 「児童生

徒１人１人に配備された PC ・ タブレットなどの

ICT 機器を、 授業でどの程度活用しましたか。」

の質問に対して 「ほぼ毎日 / 週３日以上」 の割

合 （小学校）

％ 35.6 95.0

全国学力 ・ 学習調査の学校質問紙の 「児童生

徒１人１人に配備された PC ・ タブレットなどの

ICT 機器を、 授業でどの程度活用しましたか。」

の質問に対して 「ほぼ毎日 / 週３日以上」 の割

合 （中学校）

％ 90.1 95.0

児童生徒の年間出席率

（小学校）
％ 94.6 97.0

児童生徒の年間出席率

（中学校）
％ 95.2 97.0

町立学校体育館空調設備設置校数 校 0 1
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４年間の主な取組

１　確かな学力の育成

◯ 「個を活かす協働的な学び」 の実現と 「個に応じたきめ細かな指導」 の充実

◯ ICT の活用等による 「個別最適化された学び」 の推進

◯ 一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導 ・ 支援の充実

２　豊かな心を育て、 健康な心と体を育む取組

◯ 幼 ・ 保 ・ 小 ・ 中の発達の段階や学びの連続性を捉えた教育の推進

◯ 「ふるさとを愛する心」 等、 道徳心を醸成する教材の活用

◯ 自他の命を大切にする健康教育の推進

◯ 体力づくり活動の推進と運動部活動の充実

◯ 通学の安全を守る教育の推進と環境整備

３　学校施設 ・ 設備の整備と教育環境の整備

◯ 多度津中学校体育館空調設備設置事業の推進

◯ ICT が活用できる設備の整備

◯  スクールカウンセラー、 スクールソーシャルワーカー、 学力向上支援員、 特別支援教育

支援員、 学校図書館司書、 ICT 支援員、 部活動指導員等、 様々な教育課題に対応でき

る多様な人材の配置

◯ 教育支援センター等による児童 ・ 生徒、 保護者への支援の充実

◯ 幼稚園の適正規模 ・ 適正配置の推進

● 多度津町教育大綱

● 教育施策の概要

● 多度津町立幼稚園 ・ 小学校の適正規模 ・ 適正配置に係る基本方針

関連個別計画
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

ICT 活用授業風景 多度津中学校
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政策

2
豊かな心を育てる教育の充実

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 6　青少年の健全育成

地域ぐるみで青少年の自主性 ・ 自立性の育成や積極的な社会参加への機会等、 心身とも

に健全な青少年の育成活動を総合的 ・ 計画的に推進します。

家庭教育の大切さを啓発するとともに、各地区幼稚園・小学校・中学校での 「家庭教育学級」

の実施をサポートしていきます。

地域の教育機能の向上として、 「世代間交流事業」 の促進、 「子ども会活動」 を推進してい

きます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

家庭教育学級の実施回数 回 4 6

補導活動回数 回 141 141

世代間交流事業の実施回数

（わんぱく寺子屋）
回 1 1



33

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

１　健全な社会環境づくりの推進

◯ 少年育成センターを核とした青少年を取り巻く有害環境対策の充実

２　青少年団体、 リーダーの育成

◯ 青少年団体活動の支援

３　家庭の教育機能の向上

◯ 家庭教育学級の実施

◯ 就学前の保護者への家庭教育の啓発

４　地域の教育機能の向上

◯ 世代間交流事業の促進

◯ 子ども会活動の推進

少年育成センター （勤労青少年ホーム）
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 7　保健 ・医療の充実、 医療提供体制の確保

健康づくりや感染症予防、 さらには、 歯科保健に関する知識の啓発に努めることで健康づ

くりを推進するとともに、各種がん検診の受診率向上に努めることで健康寿命延伸を図ります。

また、 高見島 ・ 佐柳島の町民が住み慣れた地域で健康に生活できるよう、 直営診療所の維

持 ・ 運営に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

がん検診の受診率 ％ 15.0 20.0

高齢者定期予防接種の接種率 ％ 40.0 60.0
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　健康寿命延伸への取組

◯ 健康づくりに関する知識の普及

◯ 健康づくり事業の実施

◯ 病態別健康に関する知識の普及啓発

◯ がん検診の実施及び受診環境の整備と充実

◯ 歯科口腔保健事業の実施

２　離島における医療体制の維持

◯ 高見、 佐柳診療所の維持

◯ 診療所の運営に必要な医師、 看護師及び予算の確保

● 多度津町健康増進計画

● 香川県離島振興計画

関連個別計画
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 8　社会保障制度の適切な運営 （国民健康保険）

香川県と連携して国民健康保険制度の事務、 事業の標準化と安定運営に努めます。 また、

被保険者の健康の保持のため、 特定健康診査の受診率及び特定保健指導の利用率の向上に

向けて取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

特定健康診査の受診率 ％ 42.8 60.0

特定保健指導の実施率 ％ 13.9 50.0
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　糖尿病性腎症等の重症化予防

◯ 特定健診、 特定保健指導の実施と受診率、 実施率の向上

２　適正な受診の促進

◯ レセプト点検専門員による資格点検、 内容点検の実施

◯ 医療費通知、 ジェネリック差額通知の送付

◯ 重複 ・ 頻回受診者、 重複 ・ 多剤投薬者に対する個別指導、 相談の実施

● 多度津町保健事業実施計画 （データヘルス計画）

● 多度津町特定健診等実施計画

関連個別計画

健康フェスタ （足の裏健康測定）
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

施策 9　社会保障制度の適切な運営 （介護保険）

介護保険法に基づく介護保険サービスを安定的に提供できるよう、 介護保険事業を適正に

運営します。 また、 介護保険サービス以外でも、 要介護認定を受けた高齢者等を対象に、 社

会福祉協議会や地域包括支援センターと連携しながら、 介護予防や認知症予防、 生活の自

立支援等につながる事業に包括的に取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

介護 ・介助を必要としない

高齢者の割合
％

75.8

（R4 調査）

80. ０

（R ７調査）

介護認定全体に占める

重度認定者の割合
％ 6.2 6.1
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　介護保険事業の適正な運営

◯ 民間事業者等によって提供される自立支援事業の実地指導の実施

◯ ケアプランの個別点検

◯ 在宅介護を目的とする住宅改修事業の点検

◯ 医療情報との突合による重複請求 ・ 算定誤り等のチェック

２　介護予防に関する知識の普及と介護予防につながる活動の支援

◯ 介護予防教室の実施、 チョイキタ体操の普及

◯ 介護予防サポーターの養成

◯ 高齢者通いの場事業の実施

3　高齢者の自立した生活の支援 ・ 見守り

◯ おもいやり配食サービス事業の実施

● 多度津町介護保険事業計画

関連個別計画

チョイキタ体操
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

	社会保障制度の適切な運営

（後期高齢者医療 ・国民年金）

（後期高齢者医療）

高齢者を対象に保健事業と介護予防を一体的に実施することで、 健康状況やニーズを把握

し、 高齢者の生涯を通じた健康の保持に努めます。

（国民年金）

国民年金制度について、 町民に公的年金制度を身近に感じていただき、 公的年金制度に対

する理解を深めていただくために普及啓発を行います。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

後期高齢者の健診受診率 ％ 34.9 36.5

健康状態不明者 （※） の

状況判明率
％ 未実施 70.0

施策 10

※健康状態不明者 ： 一定期間、 健康診断や病院等の受診歴がなく、 介護認定も受けていない人
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　高齢者の健康状態の把握と健康意識の高揚

◯ ハイリスクが疑われる高齢者に対する個別支援の実施

◯ 高齢者の 「集いの場」 における健康教育、 健康相談の実施

２　日本年金機構と連携した加入促進、 未納者に対する制度周知

◯ 年金相談会をはじめとする広報活動の実施

◯ 加入時に国民年金制度の周知とともに免除制度の案内の実施

● 香川県後期高齢者医療広域連合広域計画

● 多度津町保健事業実施計画 （データヘルス計画）

関連個別計画
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

地域における生活課題が多種多様化する中、 地域福祉の精神を浸透させ、 町民がこれから

も安心して暮らせるよう、 町民と社会福祉団体や民生委員等が協力して地域課題に取り組め

る体制づくりを進めていきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

民生委員 ・児童委員の活動支援及び

各地区社協 ・遺族会等福祉団体への

補助金交付件数

件 10 10

民生委員 ・児童委員への定例会を

通じた福祉に関する研修実施回数
回 5 5

ひきこもり支援相談窓口の

体制づくり

（窓口相談件数）

件 14 15

施策 11　地域で支え合う福祉のさらなる推進
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　地域福祉推進への取組

◯ 町社会福祉協議会、 福祉関係団体等活動への支援

◯ 福祉意識の普及啓発

◯ 自殺対策の推進

◯ ひきこもり支援対策の推進

◯ 生活困窮者支援制度における関係機関との連携

●  多度津町地域福祉計画 ・ 自殺対策計画 ・ 成年後見制度利用促進計画 ・ 再犯防止推

進計画

● 多度津町障害者基本計画 ・ 障害福祉計画 ・ 障害児福祉計画

関連個別計画

民生委員 ・ 児童委員協議会活動の様子

( 下校時見守り活動 )

民生委員 ・ 児童委員協議会活動の様子

( 赤い羽根募金活動 )
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

「障害者基本計画」 等と整合性を保ちながら、 障害のある方一人ひとりの生き方を尊重する

取組を進めていきます。 併せて障害のある方の社会参加を制約する社会的障壁を除去する取

組も進めていきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

中讃西部圏域自立支援協議会における

地域課題解決に向けた

取組 ・協議回数

回 12 12

障害に関する情報発信 ・

普及啓発回数 （※）

（障害者週間 ・差別解消 ・発達障害等）

回 3 4

障害者優先調達の

さらなる受注促進と普及啓発

（優先調達件数）

件 37 50

施策 12　障害者福祉のさらなる充実

※毎月の障害に関する相談を除く。
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　障害者福祉充実への取組

◯ 施策の総合的推進

◯ 広報、 啓発活動等の推進

◯ 保健、 医療、 福祉サービスの充実

◯ 早期からの連携体制の充実、 強化

◯ 就労機会の拡大と社会参加の促進

●  多度津町地域福祉計画 ・ 自殺対策計画 ・ 成年後見制度利用促進計画 ・ 再犯防止推

進計画

● 多度津町障害者基本計画 ・ 障害福祉計画 ・ 障害児福祉計画

関連個別計画
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政策

3
誰もが健やかにいきいきと暮らせる環境づくり

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

高齢になっても住み慣れた地域で安心して住み続けられる地域づくりを目指し、 必要と考え

られる高齢者向けの保健福祉サービスを展開することで、支援が必要な高齢者の暮らしを様々

な角度からサポートします。 また、 町民 ・ 民間事業者との連携によって、 そのような地域づく

りを推進していきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

高齢者福祉タクシーチケットの

利用枚数
枚 31,856 35,000

シルバー人材センター会員の就業率 ％ 87.7 90.0

施策 13　高齢者福祉の充実
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　高齢者のいきがいづくり ・ 社会参加の促進

◯ 高齢者福祉タクシー事業の実施

◯ シルバー人材センター ・ 老人クラブの活動支援

2　支援が必要な高齢者に向けた保健福祉サービスの実施

◯  おもいやりゴミ戸別収集事業、 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス事業、 おもいやり高齢者

緊急通報装置貸与事業等の実施

3　認知症になっても安心して暮らせるまちづくり

◯ 多度津町おもいやり SOS ネットワーク事業の実施

4　敬老祝金の支給

◯ ７７歳、 ８８歳、 ９９歳以上の町民への祝金支給

● 多度津町地域福祉計画

● 多度津町高齢者福祉計画

関連個別計画

おもいやり SOS ネットワーク

（行方不明高齢者対応模擬訓練）
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政策

4
生涯学習社会の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民が生涯にわたり学びを深め、 また、 学習活動を続けていくために、 学習するための情

報提供、 活動の場の提供を行い、 「人生１００年時代」 へ向けて日々の楽しみや生きがい、 視

野が広がる等、 心豊かな生涯学習を推進していきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

公民館講座の受講者数 人 300 350

図書館ボランティアによる

読み聞かせの実施回数
回 100 150

施策 14　生涯学習の推進
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　生涯学習推進体制の確立

◯ 各推進計画等の改訂

2　指導者の育成と人材バンクの整備

◯ 職員の資質向上及び地域の指導者の発掘

3　多彩な生涯学習プログラムの整備

◯ 公民館講座の充実及び支援

◯ 図書館での読書活動推進事業の実施

4　生涯学習関連施設の整備充実

◯ 公共施設等総合管理計画に基づく長寿命化計画の作成

5　学習情報提供体制の整備

◯ 様々な機関からの情報の処理体制の検討

● 多度津町公共施設等総合管理計画

関連個別計画

生涯学習プログラム (1) 生涯学習プログラム (2)



50

政策

4
生涯学習社会の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

スポーツを通じて町民の心身の健全な発達に寄与するため、 スポーツ活動の普及促進、 ス

ポーツ団体 ・ クラブの育成、 スポーツ施設の有効活用を推進していきます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

スポーツ少年団の延べ団員数 人 400 400

ウォーキングイベント参加者数 人 100 100

地域密着型スポーツ活用事業の

実施回数
回 3 3

施策 15　スポーツの振興
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　スポーツ団体 ・ クラブの育成

◯ 町内のスポーツ団体に対する支援

◯ 地域密着型プロスポーツチームに対する支援

2　スポーツ活動の普及促進

◯ 各種スポーツイベントの実施

◯ スポーツ愛好者の支援

3　指導者の育成

◯ スポーツ推進委員の資質向上

4　スポーツ施設の有効活用

◯ 各施設の不良個所の洗い出しの取組

◯ 各学校施設及びスポーツセンターの有効利用

● 多度津町公共施設等総合管理計画

関連個別計画

スポーツ少年団 （バスケットボール） スポーツ少年団 （剣道）



52



53

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

安全 ・安心に暮らせる

自然と調和したまちづくり

基本政策 2

５． 安全で快適な都市空間の形成

⑯合理的な都市計画の推進

⑰道路 ・ 交通ネットワークの整備

⑱公共交通の利便性向上と利用促進

⑲交通安全 ・ 防犯対策の充実

⑳公園 ・ 緑地 ・ 水辺の整備

㉑下水道 ・ 排水処理施設の整備

㉒環境に配慮した循環型社会の形成

㉓人と動物との共生社会づくり

㉔防災体制の整備

㉕消防 ・ 救急体制の充実強化

㉖空き家対策を含む居住環境の整備

㉗消費者被害対策の充実

㉘温室効果ガス排出量の削減に向けた取組

６． 安心して暮らせる環境の整備

７． 環境に配慮したゼロカーボンシティの実現

政 策 施 策
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

本町特有の歴史や恵まれた自然環境を活かしながら、 中心部に人を呼び込み、 歴史 ・ 文化

を身近に感じ、 多世代が交流する住みやすいまちづくりを実現するため、 空き家対策やにぎ

わいづくり等により、 持続可能な都市空間の形成を目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

住宅土地統計調査における

「その他」 （※） の空き家率
％

12.0

（H30 調査）

11.0

（R5 調査）

居住誘導区域内の人口密度 人 /ha 30 30

施策 16　合理的な都市計画の推進

※賃貸 ・ 売却用でなく、 別荘等の二次的住宅でもない空き家
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　合理的な都市計画の推進

◯ 多度津町都市計画マスタープランに基づく住みやすいまちづくりの推進

◯ 中心市街地のにぎわい創出に資するコンパクトで利便性の高いまちづくりの推進

2　適切な立地誘導によるコンパクトシティ形成

◯ 立地適正化計画の改訂

◯ 立地適正化計画に基づく誘導施設の集積および居住の誘導の推進

● 多度津町都市計画マスタープラン

● 多度津町立地適正化計画

関連個別計画
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

道路の適切な維持管理をはじめ、 町民が安全 ・ 安心に利用できる、 人にやさしく快適な道

づくりを進めます。 また、 道路等の社会基盤施設の計画的な長寿命化や修繕の実施を進め、

コストを抑えつつ良好な状態の維持管理や保全に取り組みます。

施策 17　道路 ・交通ネットワークの整備

４年間の主な取組

1　広域交通網の整備促進

◯ 災害時の緊急輸送路の整備促進支援

2　町道の整備

◯ 老朽化した道路施設の点検整備の実施

●  道路維持管理計画

● 橋梁長寿命化計画

関連個別計画



57

第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画



58

政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町内における公共交通機関である、 鉄道 ・ フェリー ・ タクシーの各交通事業者と連携しな

がら、 持続可能で利便性の高い公共交通網の実現を目指すとともに、 公共交通機関の利用

促進により、 環境への負荷の軽減を図ります。

また、 パークアンドライド駐車場を設置及び管理することで、 通勤又は通学をする町民及び

周辺住民の利便性を確保し、 公共交通機関の利用の促進及び交通混雑の緩和を目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

多度津～高見～佐柳航路便数

（1 日当たり）
便 4 4

パークアンドライド

一時貸し利用率
％ 87.0 90.0

パークアンドライド

月極契約利用率
％ 90.0 95.0

施策 18　公共交通の利便性向上と利用促進
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第
Ⅰ
部
　
序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　公共交通のあり方の検討

◯ 町民ニーズの把握 （ワークショップ ・ アンケートの実施等）

2　離島航路の確保 ・ 維持

◯ フェリー利用の促進

◯ 航路運営経費への支援

3　駐車場の維持管理

◯ 発券機や精算機のメンテナンス

4　利用者に向けての情報発信

◯ 町ホームページ等での利用案内の周知

新なぎさ２
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民の交通安全への意識を高め、 町民が交通安全に取り組み、 安心して通行できるよう事

業を実施します。 特に、 視界の悪くなる夕暮れ時と夜間、 事故件数の多い年齢層による事故

を未然に防ぐため、 交通ルールの遵守と交通マナーの向上を普及啓発し、 交通事故の減少に

取り組みます。

自治会が設置している防犯灯の整備を支援することで、 交通事故の減少に取り組むととも

に、 既存の防犯灯のＬＥＤ化を促進することで、 環境負荷の軽減に取り組みます。

駅周辺の駐輪場等の適切な利用を啓発するとともに、 環境に対する意識を高めることで、

放置自転車の減数等につなげ、 駅周辺環境の維持管理に取り組みます。

丸亀警察署多度津交番と連携した自転車盗難防止キャンペーンや町広報誌等において、 自

転車の盗難防止対策について周知する等、 盗難防止対策に取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

交通安全教室開催回数 回 12 12

街頭キャンペーン実施回数 回 3 3

施策 19　交通安全 ・防犯対策の充実
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第
Ⅰ
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序
論

第
Ⅱ
部
　
基
本
計
画

４年間の主な取組

1　交通安全意識 ・ 思想の啓発 ・ 普及

◯ 交通指導員による交通安全意識の啓発

2　防犯灯の整備支援

◯ 自治会設置の防犯灯整備への補助事業の実施

3　放置自転車の適正な処分の推進

◯ 放置自転車の撤去、 処分

4　自転車盗難防止対策の推進

◯ 駐輪場における盗難防止対策の啓発

◯ 町広報誌での盗難防止対策の周知

街頭キャンペーン (1) 街頭キャンペーン (2)

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

防犯灯整備件数 件 100 100

放置自転車の処理台数 台 100 10

自転車盗難防止キャンペーン

実施回数
回 6 6
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民が多目的に利用でき、 多世代が快適に過ごせる交流の場所としてだけでなく、 災害時

の緊急避難場所等、 町民の安全の確保に資する場所として、 都市公園をはじめとした公園 ・

緑地 ・ 水辺等の維持管理および整備の推進を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

町民一人当たりの公園面積 ㎡ /人 8.4 10.0

施策 20　公園 ・緑地 ・水辺の整備

４年間の主な取組

1　身近な公園 ・ 広場の整備

◯ 都市公園の適正な維持管理

◯ 都市公園機能の拡充

2　水と緑のネットワークづくりの推進

◯ 公園、 広場、 親水、 水辺空間の維持管理
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第
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基
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道福寺公園
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民の安全 ・ 安心で快適な生活を支える重要なインフラである下水道 ・ 排水処理施設の整

備を推進し、 老朽化した施設の改築 ・ 更新を進めることで、 持続可能な下水道事業の運営を

図ります。 また、 下水道接続による水洗化促進の施策を通じ、 下水道の仕組みや必要性、 整

備目標等について、 町民の理解や関心を深めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

下水道接続率 ％ 77.0 90.0

合併処理浄化槽設置数

( 合併浄化槽設置整備事業補助金交付件数の累計 )
基 351 466

施策 21　下水道 ・排水処理施設の整備
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第
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基
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４年間の主な取組

１　雨水処理施設の整備

◯ 雨水幹線函渠整備工事の実施

◯ 雨水ポンプ場整備事業の推進

２　下水道事業の適切な運営

◯ 下水道接続促進による水洗化率の向上

◯ ストックマネジメント計画に基づく施設の改築、 更新

◯ 下水道使用料の適正化

３　浄化槽設置整備事業の推進

◯ 合併浄化槽への転換啓発及び推進

堀江雨水第一ポンプ場

●  多度津町雨水管理総合計画

● ストックマネジメント計画

関連個別計画
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

ごみの収集 ・ 処理体制の充実と効率化を図るとともに、 ごみの発生抑制、 再使用、 再生利

用を行う３Ｒ運動を推進し、リサイクル率の向上及びごみの減量化に努めます。また、プラスチッ

ク資源循環促進法に基づくプラスチック使用製品廃棄物の分別収集等について検討を行いま

す。

また、 「町民の参画と協働でつくる、 自然と人が共生する美しく暮らしやすいまち　たどつ」

を目指して、 町民、 事業者、 各種団体と連携 ・ 協力して地域の環境美化及びごみの不法投

棄防止に取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

生ごみ処理容器購入件数 件 10 15

資源ごみ回収量 ｔ 745 730

不法投棄件数 件 10 5

施策 22　環境に配慮した循環型社会の形成
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４年間の主な取組

1　ごみ収集 ・ 処理体制の充実

◯ ごみ分別の徹底

◯ ごみ収集運搬業務委託の拡充

２　ごみ減量化 ・ ３Ｒ運動の推進

◯ ごみ減量化の推進

◯ ごみ再資源化の推進

◯ 食品ロス削減の推進

３　ごみの不法投棄の防止

◯ ごみの不法投棄監視の強化

● 多度津町ごみ処理基本基本計画

● 多度津町環境基本計画

関連個別計画
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政策

5
安全で快適な都市空間の形成

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

愛護動物の終生にわたる適正な飼養を推進します。

また、 地域における動物に関する課題解決に向けた活動を支援し、 人と動物との調和のと

れた共生社会を目指します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

多度津町犬及び猫の不妊 ・去勢

手術費助成金利用頭数
頭 150 150

地域猫活動における不妊 ・去勢手術を

受けた野良猫の頭数

（累計）

頭 116 180

狂犬病予防注射接種率 ％ 73.1 80.0

施策 23　人と動物との共生社会づくり
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４年間の主な取組

１　愛護動物の終生にわたる適正な飼養の推進

◯ 犬及び猫の不妊 ・ 去勢手術費助成金交付事業の実施

◯ 動物愛護の普及啓発

◯ 狂犬病予防法に基づく登録と予防注射の推進

２　地域における動物に関する課題解決に向けた活動の支援　

◯ 地域猫活動支援事業の実施

◯ 生活環境問題の解決

● 香川県動物愛護管理推進計画

関連個別計画
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政策

6
安心して暮らせる環境の整備

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民一人ひとりの防災意識を高め、 防災活動への自主的 ・ 積極的な参加を促し、 自主防

災組織の拡充や活動等への支援に取り組みます。

災害時における情報通信体制や避難所の環境整備を行い、 被害の軽減と被災者の支援体

制の整備に取り組みます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

自主防災組織数 団体 19 22

防災訓練の実施回数 回 1 2

施策 24　防災体制の整備
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４年間の主な取組

１　町民に対する防災意識の高揚

◯ 防災意識啓発事業の実施

２　自主防災組織の育成 ・ 強化

◯ 自主防災組織の組織率の向上

◯ 自主防災組織に対する支援

３　情報通信体制の充実

◯ 防災行政無線等の活用と整備

◯ 防災関係機関との通信体制の確立

４　避難所等施設の充実

◯ 各種避難施設等の設備充実

● 多度津町地域防災計画

● 多度津町国民保護計画

関連個別計画

防災訓練 防災講習会
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政策

6
安心して暮らせる環境の整備

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

来るべき東南海 ・ 南海地震や風水害への備えのみならず、 日々の消防及び救急体制を強

化することにより、 町民が安心して安全に暮らせる体制の充実を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

救急車出動時の救命士搭乗率 ％ 100 100

消防団員数

（内、 女性消防団員数）
人

123

（０）

150

（１５）

施策 25　消防 ・救急体制の充実強化

４年間の主な取組

１　消防体制の充実強化

◯ 消防装備品等の更新

◯ 消防水利の維持管理

◯ 消防力の充実強化
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● 救急救命士養成推進計画

● 多度津町消防本部受援計画

関連個別計画

救急出動

消防庁舎

消防出初式

２　消防団員の体制充実強化

◯ 消防団員の入団促進

◯ 消防団員の活性化

３　救急体制の充実強化

◯ 救急救命士及び指導救急救命士の養成

◯ 応急救護の普及啓発

４　近隣消防機関との相互応援体制の強化

◯ 通信指令業務の共同運用の継続

◯ 専門オペレーターの育成及び専従化
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政策

6
安心して暮らせる環境の整備

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

町民が安心して生活できる居住環境を整備し、 生活環境の保全、 住生活の安定の確保及

び向上を図るため、 各種支援制度を実施することで、 町内への移住 ・ 定住を促進し、 町内に

ある空き家の有効活用を図ります。

また、 庁内の連携体制を構築することで空き家に関する情報収集を行い、 町内の居住環境

の整備に努めます。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

民間住宅の耐震改修件数

（累計）
件 43 73

老朽危険空き家の除却数

（累計）
件 65 115

空き家バンクに登録された

空き家の改修件数

（累計）

件 33 53

施策 26　空き家対策を含む居住環境の整備
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４年間の主な取組

● 多度津町町営住宅等長寿命化計画

● 多度津町空家等対策計画

● 多度津町耐震改修促進計画

関連個別計画

１　地域住宅形成の検討 ・ 推進

◯  地域住宅計画 ( 香川県における安全 ・ 安心 ・ 快適な住まいづくり、 まちづくりの実現 )

に基づく事業の実施

２　新たな住宅形成地の検討 ・ 推進

◯ 市街地の整備、 開発の誘導

３　町営住宅の整備充実

◯ 町営住宅長寿命化計画に基づく建替事業の推進及び用途廃止の実施

４　空き家対策の推進

◯ 空き家の適正管理及び除却の推進

◯ 空き家活用のための支援
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政策

6
安心して暮らせる環境の整備

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

警察及び消費者団体と連携した特殊詐欺防止キャンペーン等を通じて、 増加傾向にある特

殊詐欺について周知し、 対策方法等の普及啓発に取り組み、 町民の被害の軽減を図ります。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

振込め詐欺被害防止キャンペーン

実施回数
回 6 6

施策 27　消費者被害対策の充実

４年間の主な取組

１　時代に適応した消費者教育 ・ 啓発等の推進

◯  消費者団体との連携による啓発

◯ 警察等との連携による啓発
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特殊詐欺防止キャンペーン
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政策

7
環境に配慮したゼロカーボンシティの実現

４年間の取組の方向性

関連する SDGs の１７のゴール

目標値

温室効果ガス排出量の削減に向け、 再生可能エネルギーの導入推進や徹底した省エネル

ギー対策の推進、 ごみ排出量の削減等、 多様な手法による地球温暖化対策のための取組を

推進します。

指標 単位 現況値 （R4） 目標値 （R9）

温室効果ガス排出量

(推計 )
t ‐ CO2

243,855

（R1）
194,303

太陽光発電の導入容量 kＷ
13,558

（R3）
22,596

施策 28　温室効果ガス排出量の削減に向けた取組
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４年間の主な取組

● 多度津町地球温暖化対策実行計画 （区域施策編）

関連個別計画

１　再生可能エネルギーの導入推進

◯ 公共施設等への太陽光発電の導入推進

◯ 補助制度を活用した再生可能エネルギーの導入拡大

２　省エネルギー対策の推進

◯ 電気自動車及びプラグインハイブリット車の普及促進

◯ 省エネ効果の高い家電製品の購入や建物の断熱化の促進

３　多様な手法による地球温暖化対策の推進

◯ 環境学習事業の実施

◯ 緑のカーテン育成講習会の実施

緑のカーテン講習会 （1） 緑のカーテン講習会 （2）


